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2022～2023
RIテーマ

●本日のゲスト● ・無形文化財「武州里神楽」石山社中 十世宗家家元 石山裕雅 様

今月は青少年月間です。私は、地区青少年奉仕部門に何年か出向させていただいておりました。青少
年奉仕部門には、青少年交換、インターアクト、ローターアクト、RYLAと4つの委員会があります。その
中でも今月、沖縄本研修を終了しましたRYLAについてお話します。ロータリー青少年指導者養成プロ
グラムを総称してRYLAと呼びます。非常に抽象的なプログラムで、各国、各地域で様々な方法、様式
で行われています。１日で終わるプログラムや、数日間の合宿までのプログラムもあり、対象年齢も幅
広く14歳から30歳までを対象としています。そのため、プログラムも中学生向けの企画や、ビジネスマン
向けの企画等と非常に多岐にわたります。若い人たちが、親睦を深め楽しみながらリーダーシップを学
んでもらうというのが目的です。ある意味、何でもRYLAにきてしまうところもあります。さて、当地区の
RYLA研修はどうなっているのかというと、30年ぐらい前は当時のガバナーの号令により、それこそ飛行
機をチャーターして200人近い参加者を集め、華やかに行っていたと聞いたこともあります。現在は、各
クラブに研修生の派遣をお願いして、20名から30名ぐらいを集め、2回の事前研修にて研修生同士の

無形文化財「武州里神楽」石山社中 十世宗家家元 石山裕雅 様 おおよそ300年ほど、里神楽を伝承
しております。里神楽とは舞・謡・太鼓・笛・装束・刀・面・日本のデザインなど様々なコンテンツがあります。
神様に祈りを捧げて人には祝福を伝える、という芸能であり、その起源は「天の岩戸」に遡ります。日本の
日の丸が象徴の天照大御神(あまてらすおおみかみ)をいただいて繋がり、世界最長の国ということで、日
本に寄り添って最も長く皆様に寄り添い、身近に伝承されてきたのが里神楽になります。神楽を一言でいう
と「御神楽」と「里神楽」とあり、御神楽はほとんどの皆さんがご覧になれません。天皇陛下にお見せするよ
うな神楽で、宮内庁式部職楽部の雅楽の方たちが巫女舞なことをやり、外国の賓客をお迎えしておもてな
しをする際に、ごくわずかな方たちに見せるのが宮廷の神楽ということで「御神楽」それ以外、日本全国
津々浦々に伝わっているのが、民間で伝わっているという意味で総称して「里神楽」となります。

幹事報告 (紅谷弘二 幹事)

①6月3日(土)にロータリーの森の活動ですが、
14時から除草作業、18時からホタル観賞会を
行います。 ②5月25日(木)に上尾市内の3クラ
ブ合同親睦ゴルフ大会が大宮ゴルフコースであ
ります。7時40分に受付、8時に練習グリーン脇
で集合写真を撮ります。 ③6月からクールビズ
期間になります。軽装で例会にご参加ください。

本日の卓話 「神楽の太夫を生き抜く ～古きを発酵させて～」

松澤功 会員 ご無沙汰して
おります。実は私も石山太夫の
元で神楽のお稽古をしていまし
て、色々なところに出演させて
いただいております。そのご縁
でお声がけいただきまして卓話
していただくこととなりました。

ご挨拶

親睦を深め、その年のテーマに合った講演、講習を行い、それに沿った研修地に泊まり込みで実地します。今年度のテー
マは、平和と環境、事前研修にて事前研修にて丸1日環境問題の講演、デスカッションをしてもらい、現地では沖縄県の高
校の先生をお招きして、戦争時の体験、写真等で講演をいただき、また、軍指令基地跡地、平和記念公園などを訪問し戦
争の悲惨さ、つらさを学びました。もちろん親睦という目的もあるので、沖縄の海、食事も満喫してきました。昨今のRYLAは、
趣旨が変わってしまっているともいわれておりますが、ある程度の研修生の数は必要ではないかと私は思います。そのた
めには、魅力のある場所の選定がどうしても必要となるのではと思います。いずれにしましても、青少年部門は参加、行動
することでその良さを実感できると言われております。RYLAは、ロータリアンにも比較的参加しやすいイベントでありますの
で、是非皆さんも一度は参加や見学をしていただき、若い人たちの考え、未来を感じていただければと思います。ちなみに、
次年度の梨本ガバナーエレクトは、RYLA研修をグアムで行うと言っています、そして、次年度RI会長は、奉仕部門の中で
RYLAが一番好きだと仰っていたらしいです。今回もきれいにまとまりました、会長挨拶といたします。
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例会日 ： 毎週水曜日 12：30～13：30
例会場 ： 上尾東武ホテル コミュニティホール
事務局 ： 上尾市谷津2丁目1番34号 日和ビル4Ｆ
TEL ： 048(772)4104 FAX ： 048(772)3344
上尾西RCメールアドレス ： awestrc@ceres.ocn.ne.jp
ホームページ ： http://www.rotary-ageowest.jp

出席報告

出席率
免除者
出席数

出席数
対象

会員数
会員数例会

61.11%6/12人22人30人41人2592回

Smile Box

田邉利幸君 石山社中 十世宗家家元 石山裕雅様、卓話
ありがとうございます。
紅谷弘二君 石山社中 十世宗家家元 石山裕雅様、卓話
ありがとうございました。すばらしい笛の音色にいやされま
した。
永嶋輝一郎君 祝6/4.上尾北RC、創立36周年記念式典で
す。第2770地区発足年度と同じ年度の創立です。中村会長
が特別代表として私は分区代理でありました。思い出の深
い上尾北RCです。
齋藤一夫君 石山裕雅様、本日は卓話有難うございます。
渡辺博司君 石山様、卓話ありがとう。
日吉千穂重君 石山裕雅様、ようこそ。
大貫等君 石山様、興味深いお話、有難うございました。
石川重明君 結婚記念日に、御祝いのお花ありがとうござ
いました。
北西功君 石山太夫様、本日は澄んだ笛の音を聞かせて
頂き、また、ふしぎな神楽の世界をご被ろう頂き、ありがとう
ございます。
河原畑光一君 石山裕雅太夫様、本日は卓話ありがとうご
ざいます。

原雅之君・石川重明君・小山清君・新井登志彰君・中山邦

君・福﨑菊夫君・矢澤勇君・小岩井忠君・中村次男君・山﨑

康裕君・本田幸司君・髙𣘺昌弘君

（￥20,000 累計￥755,000）

委員会報告

フェローシップ委員(5月度) 日吉千穂重 中山邦

私は家元十代目を継承しています、魂としては自分が選んで生まれてきた
ものだと思っています。元々はなんでこんな家に生まれてきたのだと、神楽
が大っ嫌いでした。しかし、ある笛の名人の方と出会ったことによって、おそ
らく脳の形まで変わったのではないかと思うほど考えが一変しました。伝統
とは変えてはいけないもの、繋がっていると思われがちですが常に変化はし
ています。もちろん変えてはいけないものはあり、一方で変わらなければい
けないこと、その時代の家元のセンスに関わってきます。熟成されて発酵し
てより良いコクのあるものに変化していく形が理想であり、古いものであって
も古臭いことをやってはいけない、常に新鮮なことを求めないといけません。
神楽の方程式として、笛により神様を呼びます。今日は氷川神社のスサノ
オの神様に降臨してもらうのですが、演じるのではなく、神懸かる、私の中
に入っていただきます。そして、「八雲立つ出雲八重垣」をうたいながら舞を
舞います。最後に神社に戻っていただかないといけないので、もう1度笛を
吹いてお帰りいただく、「神降ろし・神の舞・神送り」という一連の流れをご覧
いただきます。そして、皆さまと共に神楽の作法として、略式なのですが二
拍手一礼をします。私に合わせて手を打っていただいて、

●本日の献立●

カツカレー
サラダ
スープ
杏仁豆腐

ロータリーの森委員会 河原畑光一 委員長

て、当日多くの人が集まっていた
だければと思っています。会員の
皆様も是非是非ご参加ください。
なお、以前からお伝えしておりま
すが、食事処新道の駐車場は使
用できませんので丸山公園の北
駐車場や上尾市自然学習館駐車
場に停めて来てください。軽トラや
作業する車があれば、森の中に
入れていただいて構いません。

本日、皆さんにお配りした6月3日(土)のホタ
ル観賞会のチラシですが、掲示板等に貼れ
る場所があれば貼っていただきたいと思い
ます。上尾市役所や市内の飲食店等にも協
力していただき、貼り出しをさせていただい

上尾市内ロータリークラブ 周年記念親睦ゴルフ大会
5月25日(木) 大宮ゴルフコース

上尾RC創立60周年、上尾西RC創立50周年、上尾北RC創立
35周年と記念の年度となったことから、上尾市内3クラブによる
合同ゴルフ大会が開催されました。個人優勝は原雅之会員、
そして当クラブが団体優勝となりました。おめでとうございます。

故中村秀夫会
員を偲び、今月
中は例会場の
各テーブルにお
写真を置くこと
になりました。

日本の弥栄を祈念していただきたいと思います。最後に、神
社で何を伝えるべきかお話します。まず「生かされていること
の感謝」、「利他への祈り」、そして3つ目は「自分自身の誓い」。
お願いするのではなく誓うのです。見届けてください、神様、と
お伝えるのです。そして成就した際には報告に行きお礼をしま
しょう。


